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論文内容の要旨
植物は光を情報として読み取って、成長を調節したり、屈曲したりしている。これらの反応の突然変異
体をイネから分離し、その性質を明らかにする研究を行った。突然変異体は 7線で突然変異を誘発した
M2種子(品種:ニホンマサリ)から選抜した。これまでの研究によって、白色光下で幼葉鞘が徒長する変
異体を3系統分離し、また、光の方向に応答した屈曲反応(光屈性)が低下した変異体を一系統分離した。
白色下で幼葉鞘が徒長する変異体は、研究室で既に 2系統分離されていた。その内の一つは野生型への
戻し交配も十分に施されていたので、その性質を調べる研究を行った。その結果、この変異体はフィ
トクロムを光受容体とする光成長反応が欠損したものであることが判明し、 cpml(coleoptile 
.Qhoto旦orphogenesis1)と命名した。分光学的に検出されるフィトクロムを正常にもち、また、フィト
クロム遺伝子も正常に発現していることから、シグナル伝達系の変異体であると考えられた。また、フィ
トクロムを光受容体とする他の反応は正常であることから、成長抑制反応に特異的なシグナル伝達の変異
体であるという結論に達した。
更に、私が分離した光屈性突然変異体の性質を明らかにする研究を行った。研究室では幼葉鞘が光屈性
を示さない変異体 (cptl:_coleoptile .Qhoto!ropism 1)が一つ分離されていた。今回分離した変異体は
cpt2と命名した。交配による遺伝解析から、劣勢変異体であること、また、 cptlとは異なる遺伝子座の変
異体であることが分かった。 cpt2変異体では、幼根の光屈性は正常であり、成長と重力屈性も、幼葉鞘
と幼根の両器官で正常であった。 cpt2変異体では、光屈性が単に部分的に欠損しているだけではなく、
屈曲反応に明確な違いが観測された。先端部のみを遮へいする実験などから、野生型では屈曲反応の2/3
以上が先端部における光受容に基づくことが明らかになった。 cpt2変異体は、この先端特異的な反応が
消失したものであることが判明した。
イネは分子遺伝学的研究のモデル材料として確立されつつある。本研究で分離した突然変異体は、今後
の研究の有用な材料になると期待されるo
論文審査の結果の要旨
植物は光を情報として読み取って、成長を調節したり、屈曲したりしている。本論文には、これらの反
応の突然変異体をガンマ一線で突然変異を誘発したイネから分離し、その性質を明らかにする研究が記載
されているO
白色下で幼葉鞘が徒長する変異体が飯野らによって既に 2系統分離されていたが、本論文はその一つが
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フィトクロムを光受容体とする光成長反応が欠損したものであることを明らかにし、 cpmlC_coleoptile 
，2hoto旦orphogenesis1)と命名した。この突然変異体は分光学的に検出されるフィトクロムを正常にも
ち、また、フィトクロム遺伝子も正常に発現していることから、シグナル伝達系の変異体であると考えら
れた。更に、フィトクロムを光受容体とする他の反応は正常であることから、成長抑制反応に特異的なシ
グナル伝達系の突然変異体で、あるという結論が導き出されている。
更に、本研究では幼葉鞘の光屈性反応が部分的に欠損した突然変異体が新たに分離され、その性質が調
べられた。この突然変異体は、飯野らによって既に分離されていた光屈性突然変異体cptlC_coleoptile 
.Qhoto!ropism 1)とは異なる遺伝子座のものであることを明らかにし、 cpt2と命名した。 cpt2突然変異
体では、幼根の光屈性は正常であり、成長と重力屈性も、幼葉鞘と幼根の両器官で正常であった。更に、
この突然変異体では、光屈性が単に部分的に欠損しているだけではなく、屈曲反応に野生型品種とは明確
な違いが観測され、先端部のみを遮へいする実験などから、幼葉鞘先端部の光受容機能が特異的に消失し
たものであることが明らかにされた。
本論文は分子遺伝学的研究のモデル材料として確立されたイネが、光形態形成の研究でも有用なモデル
材料であることを示した。さらに、この研究で分離・解析された突然変異体は、光形態形成の分子機構を
解明するための有用な研究材料であるO 以上の成果から、本論文は光形態形成機構の解明に著しく寄与す
るものであり、博士(理学)を授与するに値するものと審査した。
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